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この報告書は、平成10年度に実施した東海環状自動車道(関

～美濃加茂)建設工事に伴う埋蔵文化財発掘調査の成果をまと

めたものです。調査対象の遺跡は岐阜県美濃加茂市山之上町に

位置する佐口遺跡です。

遺跡の所在する美濃加茂市は、古くから木曽川水運の港町と

して､また中山道など主要街道の宿場町として栄えてきました。

市内には木曽川や飛騨川が流れ、美濃加茂盆地が広がるなど豊

かな自然にも恵まれています。そのため旧石器時代から現代に

至る多くの遺跡の存在が知られる地域となっています。

今回調査を実施した佐口遺跡では、弥生時代から近世にかけ

ての長い期間にわたる人々の生活の跡が確認されました。古代

の竪穴住居跡、中近世の掘立柱建物跡や井戸など、各時代の

人々の生活を知る上で欠かすことのできない数々の貴重な遺構

がみつかりました。また、日々の生活において使用した土器・

陶磁器類､鉄製品や木製品など、多彩な遺物も出土しています。

往時の人々の交流や物品の流通の様子を解明する上でも貴重な

資料となりました。

本報告書が埋蔵文化財に対する認識を深めるとともに、当地

の歴史研究の一助となれば幸いです。

最後になりましたが、発掘調査及び出土品の整理・報告書作

成にあたりまして、関係諸機関並びに関係者各位、美濃加茂市

教育委員会、地元地区の皆様からの多大なご支援、ご協力に対

し、厚く御礼申し上げます。

平成13年12月

財団法人岐阜県文化財保護センター

理事長服部卓郎
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1本書は、美濃加茂市山之上町に所在する佐口遺跡(岐阜県遺跡番号21211-08785の発掘調査報告書

である。

2本調査は、東海環状自動車道(関～美濃加茂)建設工事に伴う本発掘調査で、建設省中部地方建設

局(現国土交通省中部地方整備局)から岐阜県が委託を受けた。発掘調査は財団法人岐阜県文化財保

護センターが実施した。

3発掘調査は平成10年度に実施し、宇野隆夫国際日本文化研究センター教授(当時富山大学教授)の

指導のもと、藤岡比呂志、後藤慎二、小淵忠司が担当した。

4整理作業は平成11～12年度に実施し、小淵が担当した。

5本書の編集・執筆は小淵が行った。

6空中写真撮影測量は、国際航業株式会社に委託して行った。

7遺物の写真撮影は、アートフォト右文に委託して行った。

8住居跡カマド焼土の残留磁化測定と木製品の樹種同定は、（株)パレオ・ラボに委託して行った。

第5章はその分析報告である。

9発掘調査及び報告書の作成にあたって、次の方々や諸機関から御指導・御協力をいただいた。記

して感謝の意を表する次第である。（敬称略・五十音順）

赤津徳明、井川祥子、池畑耕一、伊藤裕偉、内堀信雄、尾野善裕、可児光生、金子健一、

北村和宏、栗林文夫、佐藤公保、香藤基生、島崎久恵、鈴木とよ江、鈴木正貴、藤村俊、

森田郁朗

財団法人愛知県教育サービスセンター愛知県埋蔵文化財センター、美濃加茂市教育委員会、

美濃加茂市都市計画課、美濃加茂市山之上町佐口自治会

10本文中の方位は、国土座標第Ⅶ系の座標北を示している。

11土及び遺物の色調は、小山正忠・竹原秀雄1998｢新版標準土色帖』(日本色研事業株式会社)による。

12調査記録及び出土品は、財団法人岐阜県文化財保護センターで保管している。
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